
J．H．vonチューネン（J．H．von Thunen）研究（II）

―A．レッシュ（A．Losch）のチューネン圏の基本原理の理解―

宮坂正治＊

　ブリソクマン（Th・Brinlcmann）とレーシ．TZ．（A．　L6sch）ほ，

1エーカー巌り最大の収蝿：をしめす生魔物が市揚に最も近いとこ

ろで生産されると主張している。1）

E．S．ダン

1。　も　ん　だ　い

　誰でも他の研究老の・欝物や論文を十分に理解することは難しいであろう。というのは，

対線となる翼｝物や論文そのものだけでなく，その欝物や論文の欝かれた背景や関遺した

レポート，あるいほ研究者白身の理念や人柄が自然に関係して，一つの轡物や論文が欝

かれているからである。書物や論文の筆者が思索の深い，理論的に透徹した人であれば

あるほど，その書物や論文の理解は困難となる。

　工H・フォン・チ」．一ネン（J．H．　voエI　ThUnen）の『饅業経済と国民経済に関連する

孤立國』　（Der’isolierte　Staat　i7z　23θ溺θん観9　au∫　Landnirtscゐaft　ecnd．〈ra彦ionalδ．

konomie．　Jena，1826．）レま，きわめで優れた薯書であるというだけでなく，」．　H、フォ

ン・チL・一一ネン自身，高魑な理想の持主2）で，しかも研究心旺盛な農業経営嚢でもあっ

た3）といわれている人だけに，種々の視角から把えてみて，かれの理論の理解の度を深

めることは並大抵のものではない。

　この工H．フォン・チューネソの『孤立国』を「農業立地論」の立場からみた場合，

どのような独特の面が『孤立国』のなかに含まれているのかを，本稿ではA．レッシ＝

（A．　L6sch）の臼からの理解，とくにいわゆるチーn4一ネン圏（der　ThUnenschen　Ringe）

の基本原理についての理解とその若干の批判を試みようとするものである。

　A．レッシュは，周知のように『経済の空間的秩序』（Die　rdumliche　Ordnung　der

VVirtschaft．　Kie1，1943．）を著わし，一躍，若くして経済立地論学者として徴界に名

声を馳せ，天折したひとである。
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　神崎博愛『孤立国物語』昭，45，冨民協会，pp．38－47．
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したがって，A，レ。シ。一のチズネ潤の測源理の理解もこの糎1カ・拷察して，

鹸にA。。シ．のチ＿ネ・圏につv・ての鋭い理解の内容嫡戦カミ猫べようと

するのが本稿の「もんだい」でもある。

　　　　　　　　　2．A，レッシュのチュ・veネン圏の理解

A。レ。シ。は，チ。一ネソ圏を理解するセこあたり，「チジネソの理論爆づし’た

体系」（Sy・t・m　d・・auf　ThU…f・B・nden　L・hre）という衡ヨ轍定して・「1・予備醜述，

2．可能な種・のケース，3。空間的序」・l」，4．環が形成される灘1・5・チ・一ネン環の一例・

6．地域間貿易，7．経営組織の空間的序列，8．多数の消費中心がある場合」の8つに分け

て論じられている。っついて，A，レッシュは第2節として「チューネソ環の倒既」を

謝，初めにエH．フ。ソ・チ・一ネンの理論による環形）Stle・つい燗二究し，さらに

仮定嬢更して，このチ＝一　一一ネソ環の伊櫛こついて考察している・

とeうが本稿では，こうしたA．レ。シn．の11購にしたがわず）　；1〈きく二つ駆分し

て，A．レッシュのチュ・・一ネン圏の理解を解明しようとする。一つは作物栽培の窒「爾的

秩序の問題を代数学的に考察するものであり，他の一一つV＊幾何学的解法によってチ“一

ネン環の形成を研究しようとするものであって，順を追って，説明していくこととする。

〔エ〕作物栽培の空間的秩序発見のための想定一一一一．

　A．vッシュはかの「有名なチューネン環は，特’殊な場倉に関するものである。この

解の根拠とその限界とは，完全な体系のなかでチューネン環が占める位醗が示されるな

嚥囎購・なろう．」・・と述べ窟や・．ゆチーネ・圏は隈業におけ腔間的

秩序の完全な体系」を考えたなかで特殊な場禽であることを証明するために，つぎのよ

うな想定と記号を用いて，代数学的な条件式をi尊出して，この条件式のi変数の値如何か

ら，どのような空間的秩序が生まれるかを最初にうかがうのである。

　初めに，A．レヅシュは，つぎのような想定を行なうのである。すなわち「ここでぽ

両作物がともに栽培される場合を考えてみよう。そのような場合においてのみ・作物栽

培の空間的序列が問題となる。両作物がともに栽培されるのは，一方の作物が地域の中

心部でヘクタール当りヨリ大きい地代を産み，他方のf乍物が周辺部でヨリ大きい地代を

産む場合である。」5）と仮定する。さて，2作物カミエ，皿であった場含，地代6）の関連か

らどのような条件が成立するか考えてみよう。

〔皿〕　条件式の導出

　（、）地域の中心部においてヘクタール勤作物工の方が制勿EXりも大きい地代姓

む条件はつぎのようである。いま，

　　　　R…ヘクタ・一一ル当り「地代＝純利益」

4）A．・L6sch・伽伽顧・1昭0・傭94σ鰍・伽声・G・・t・v　Fi・ch・・V・・1・9・　St”ttgart，

　1962，S．26．篠原泰三訳『A．レッシ畠：経済立地論』昭・43，大明堂・PP・49－51・傍点筆麿附カロ。

5）A．L6sch・・．・．0．7S．27．，篠原泰三訳rA・レ・シュ・前掲書』P・51・

6）J．H．フォソ・チューネン独特の地代の概念についてはつぎのものをみられたい。
　　宮坂正治rJ．　H．　vonチーn．　一ネン（J．　H．　ven　Thtinen）研多篭（1）一チ昌一ネンの地代の概念

　　一」（『信州大学繊維学部紀要』昭和53年12月，pp．1－18．）
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E…ヘクタール当り収燈（ツェントナー単位）

A…ヘクタール当り費用（マルク単位）

1）…ツェソトナー一・　7）当り市揚価格

k…市場からの距離（キロメートル）

f…ツェントナー・キPメートル当り運賃

a＝4／E…ツmソトナー当り費用

m＝＝P－a…ツェソトナー当り最高利潤（繍く生澱藩に損失を与えない〉最高可

　能の運賃）

　　　1……各詑号の看下に附し，作物1を示す

　　　2……各記号の右下に附し，作物∬を示す
とする。

そうすると，前提条件から

　　　　　　Rl＞R2

すなわち，

　　　　　R1〔…El・（P，－k！）－A1〕＞R2〔…E2・（ρ2一好）－A2〕

生産地域の中心地では

k　＝O

である。したがって

　　　E1・Pt－At＞E2・P2－A2

∴・＜｛畿三会i－・……・……・・一…・…・一……一一（1）・・

の第1条件式を得る。

　（2）地域の周辺部において，ヘクター・一ル当り作物］工の方が作物1よりも大きい地代を

生む条件はつぎのようである。

　　　　　　R1＜R2

　前と同様にして

Et・（ρ，－k．f）一∠41〈E2・（P2－k∫）一ノ12

周辺では

為f＝＝ク2－－a2

そこで，

7）　ツ頴ソトナー（Zentner）とは璽最の単位，略母はZtr，ドイツでは100ポンド＝＝50キログラム，

　オーストリアでは100キログラム。

8）Translated　from　the　original　German　by　William　H．　Woglom　：　A。　L6sch；The　Eco－

　nomics　o∫Location．　New　Haven，1954，　p，40，
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　　　　　El・（P1－i）2十au）－AtくE2・（角一勉十a2）－A2

　　　　　EiPi－EtP2－1－Ela2－AiくE2勉一E2叛十E2砲一∠42

a2　＝A2／E，を代入すると，

　　　　　E・Pi－E，P・＋雫縞く恥一E・酎E蛤論

、　E・P・－El・・2＋弩2縞く・

珈幽く〔E炉㌘一EIE2聖評1瓦象（E・f’一司

この式をE2P，－A2にて除すると

　　　　　　　畿≡会i〈舞一・一・……………一・…・……………・・…（・）・・

あ第2条件式を得る。

　③　ヘクタール当り作物工と作物皿と比1咬してみて，どちらとも地代の大きさが判別

されなく，結局作物工か作物∬のどちらかを選択するには，距離に依存するための染件

は，第1条件式と第2条件武とが同暗に満足されることとなる。

　すなわち，両方の条件を一緒にすると，

・く舞i義く舞一…・…・・一一一・一一一一・一（・）

という第3条f牛式を得る。

　以上の三つの条件式から，いま，A，　EおよびPのどのような変化に対して，いかよ

うなことがいいうるかを考察しよう。

〔皿〕E，A，　Pの変数の大小関係によって，第1条件式，第2条件式を満たすか否か

　　の検討

（1）　E1＞E2の場舎

　①Al＞A2
1T．－il（・）・・＞P・・（E・＞E・・A・＞A・）

　（a）条件式（1）……　この3変数の上記の条件だけでは満たすときもあれぱ，満たされ

　　　　　　　　ないと蟄雌・たとえ・・“・E…〈A…E・P・〉鋤れば舞譲

　　　　　　　　く1となってしまうからである。A，レヅシv．はこの理由を「この

　　　　　　　　間の事情はA，Eおよびカの正確な数値いかんに依存する」10）と述

　　　　　　　　べている。

　（b）条件式（2）……　やはり3変数の上記の条件だけでは満たすときもあれば，満たさ

g）W．H．　Woglom　translated：A．　Ldsch；ibid．，p．40．

10）A．LOsch：a．　a．0．，S．28．篠原泰三訳『A．レッシュ：前掲書』P．52，傍点訳漕附加。
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れないときもあ亙ρたとえば，EiPt－At＞E1，　E2ρ3一ノ12＞E島であ

楓畿≡畿卸な・てしまう…　b・・C一あ・・

匠ス・」（・・）P・＝・f・・（E・＞E・・　Al＞A・）

　（a）条件式（1）……　3変数の上記の灸件だけでは満たすときもあれば，満たされない

　　　　　　　　ときもあ・・たとえば・舳一・β1一晒明・な楓鑛魂

　　　　　　　　＝＝　Oとなるからである。

　（b）条件式（2）……　3変数の上記の条件だけでは満たすときもあれば，満たさないと

　　　　　　　　きもあ・・たと瀞F鰍照1諏傭らば，舞義

　　　　　　　　≧象とな・からであ・・

匠ス・］（・・i）1・・＜…（Ei＞E・・　A，＞A・）

　（a）条件式（1）……　3変数の上記の条件だけでは満たすときもあれば，満たされない

　　　　　　　　ときもある。たとえば，2bユ〈必の例と圃じことがいいうるからで

　　　　　　　　ある。

　（b）条件式（2）……　3変数の上記の条件だけでは満たすときもあれば，満たされない

　　　　　　　　と盤もあゑ。たとえば，PエくPaの例と同じことがいいうるからで

　　　　　　　　ある。

　②A，　・A2

1・一ス・i（・）P・〉・・（E・＞E・・A・調

（a）条件式（1）一必壕多識〉・とな・・したが・てつねに諸臓

（・）条件式（・）一必ず齢三診舞とな・から・絶対に満たさない・

F・1（・・）P…P，　（E，＞E・・A・＝＝A，）

（・）条㈱・）一必ず幾劣譲〉・とな・・したが・てつねに満塒嫉

a，）条㈱・）一必絵劣謡〉象とな・から，糊に満たさない・

匠ス・i㈹・i〈P2（E・＞E・，　A・－A・）

（a）条件式（1）……　3変数の上記の条件だけでは，満たすときもあれば，満たされない

　　　　　　　ときもあ・・燃榔…一螂・ρ凶によ・て傷畿

　　　　　　　蓮1となるからである。

（b）条件式②……　3変数の上記の条件だけでは，満たすときもあれば，満たされない

　　　　　　　ときもあ・・たとえば撫絵・よ・て，謬警舞跨となるか

　　　　　　　らである。

③A，〈A，
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匠ス・1（・）　Pt＞P・（E，＞E・・A・くA・）

（・・）条件式（1）……必ず舞1≡会i＞・とな・・した…て・つ祁薪臓

（・）　“…t・－1：rk（・）一必ず驚努1≡絵とな・から趨欄・・たさない・

ケース8　　（ii）　f）1　・1，2（E1＞E2，　A1〈A：）

（・）条件式（1）……必ずStipgiElix＄，i＞・とな・・したが・て，つね蹴嫉

（b）　　条fLト式（2）一必ず謬1多蟄く象とな・から・絶網・・旨たさない・

1ケース・1（・ii）f’i＜・・（E・＞E・，　A・＜A・）

（a）条件式（1）一嘱・薗熱・・一疎よ・て趨1論護・と・…したが・

　　　　　　　　て，3変数の上記の条件だけでは満たすときもあれば，満たさない

　　　　　　　　ときもある。

　（b）条件武（2）……　3変数の上記の条件だけでは満たすときもあれぽ，満たさないと

　　　　　　　　きもあ・・たと燃，E鰯P・臨E・蓬助・論のとき，舞

　　　　　　　　舞簸とな・からであ・・

（2）　　E1＝＝E2

　①為＞A2
匠ス・・1（・）・・＞P・（El＝＝E2，　Al＞．A2）

（a）条件式（1）……　3変数の上記の条件だけでは，満たすときもあれば，満たさないと

　　　　　　　きもあ・・たと燃Eψ・－A・・　・・P・－A・　…よ・て，畿≡器

　　　　　　　1となるからである。

（b）条件式（2）……　3変数の上記の条件だけでは，満たすときもあれぽ，満たさない

　　　　　　　ともあ・・たと凧Eψ・一五訊E・ρ凶襲のとき，撫

　　　　　　　畿磯とな・からであ・・

匠ス・］（・・）P…12b・（E・＝＝E・・　A・＞A・）

（・條件式（・）一必ず謬ll設く・とな…た…て・絶対に満たさない・

（・）条件式（・）一必豫〉影1磯とな・から・つねに満たす・ととな・・

Eス・21（iii）P・＜・・（E・＝＝E・・　A・＞A・）

（瞭件式（1）一必ず畿≡k〈・とな・・した…て，絶鋼・腱ない・

瞭㈱・）一必ず象〉謬1多銑とな・から・つねに満たす・ととな・・



J。H．　vonチューネソ（J．　H．　von　ThUnen）研多監（皿）　　　　　　　　　　7

②At・＝A，

［　1ケース13　（i）f》1＞f）2（El　：E2，　Aエ＝　A2）

（a）条件式（1）……必ず駿綴♪・とな…た…て，つね・…1・・1置・ととなる・

pa）条件式（・）一必絵く舞輩念とな・か嚇鵬腱な…

ピース・4（iii）　P・　・P・（E・・：E，，　A，　＝A，〉

（。）剣・式（・）＿・必ず雀ム血＝A司となゐ．したが。て，絶対v。満たさない

　　　　　　　　　　E2P2－．A2　　　　　　　　　　　　　　°
pa）条件式（・〉一必ず謬畿三暑1とな・から，遡唖劉仙

［　1クー一ス15　　　（iii）　Pi〈p2（Et＝＝ヱヨ2，　A．i＝＝A2）11）

（a）　　条存卜式（1）一必ず駿設1〈・となるから，麹・満たさない・

（b）　ex㈱・）一必壕〉霧舞熱な・・したが・てつねに満た窪・ととな・・

③AlくA2

l　lケース16　（i）Pt＞P2（E，一一E2，　At＜A2）

（a）　S！i件式（1）一遮畿…畿〉・とな・・した…てつねに灘す・ととな・・

（b）条㈱・）……必場磯舞磯とな・から・融・満蹴い・

IIII・iilllilllii－一　lxi71（ii）P・　・P2（E・－E・・　At〈A・）

（a）　・；lt！件式（1）一必ず解綴；〉・とな・・した…てつねに灘す・ととな・・

㈲条件式（・）一必磯く舞1≡鍵な・・したが・て，働・満たさない・

E巫1（iii）P・くP・（E…E・・A・くA・）

（a）条件式（1）……　3変数の上言己の条件だけでは，満たすときもあれぽ，満たさないと

　　　　　　　　きもあ・・たと燃E・・出遡・一疎より・鑛磯嚢・

　　　　　　　　となるからである。

㈲　条件式②……　3変数の上記の条件だけでは，満たすときもあれば，満たさないと

　　　　　　　　きもあ・・たと甑腱恥一為四・蓮恥一疎よ・て愚

華舞絵とな・からであ・・

（3）　　EtくE2

11）27のケースのうち，ケース14を境として上下対称的であるから，「ケース1～ケー一ス14」のケ

　ースを対象して検討すればよいが，ここではすべて検討することとする。（加用信文『農業経済

　の理論的考察；増補版』御茶の水書房，昭，51，P．190．）
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①A1＞A2　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　聾幾多豊とな・からであ・．

F・・1（・i）・F・・（E・〈E，，劔，〉

瞭駄（1）一必ず畿…幾く・とな・・したが・て，絶鋼1腱糖。

際欄・）……必豫〉畿磯とな・から，つ繍たされる・と櫛．

［碗・i（・ii）P・＜・・（E・＜E，，　A、＞A、）

（a）条件式（1）一必ず謬1鍛1＜・とな・・したが・て，鱒・謙さ蝕。

瞭㈱・）一必豫〉謬誇無な・からつ畑・・旨たされる・とと…．

匠スユ9］隔〉蝸仙，五、凋

（・1）鮒鵡一3難の上記の糾燭では，灘り一と紬塑璽遡瞭塾と

　　　　　　　　きもある・たとえば・E・・渦襲・…・により鵬葎卸

　　　　　　　　となるからである。

（b）鮒式（・）……鍍数の上言己の条件だけでは満たす塗逃塑瓢瀧雄な．吐

　　　　　　　　き遡・たとえば，E1藝Eψ・簡・騨蜘疎よ・て磯

②Ai＝　A2

iケLI（・）・・〉・・（E・〈E・，　A・　・A，）

（・1）条件却）－3獄の上記の条件だけでは満たすときも麺剴髄逸室

　　　　　　　もある・たとえ鵬ρ…・華助・一疎より・鑑磯蓬・と

　　　　　　　なるからである。

㈲鮒式（2）……3麟の上記の条件鮒では，齪ときもあ鍵，拠迦

　　　　　　　識灘鷺　　によつ塵

1ケース・・1（ii）・・－P・（E・＜E・，　A、・・A、）　　’

（a）条件式（1）一必ず霧1磯く・とな・・したが・て，樹・濯腱ない．

㈲条㈱・）一必鴫〉畿…磯とな・から・つね瞭される・ととな・．

匠ス241（・・i）　Pi＜P・（E・くE・，細・）

（・）条繍・）一必場i劣豊く・とな・・した…て，纈寸購徽い。

（P）条㈱・）一必ず麗1幾とな・から・つねに泓・たされることとな・．
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③AlくA2

ヶ一ス25
堰i・）P・＞P・（E・＜E・，A・側

Fス26 （ii）　　　P1＝＝P2（E1くE2，　　A1くA2）

三一ス271（・・i）・・〈2b・a（E・くE・，　A・くA・）

（，2）条件式（1）……　いずれのケースも，3変数の上記の条件だけでは，満たすときも

　　　　　　　　鎚たとえ顧ψ…1甦E蜘ゑ・に・り・舞識遜・とな

　　　　　　　　るからである。

㈲条件式（2）’一いずれのケーxも，鍍数の繍己の鮒だけでは遡たすとき艶

1　　　　　　　塾ば，満たさないときもある。たとえば斑建E1ρ1－∠41，焼蓬E2汐2

　　　　　　　　　一A・…よ・て・舗1多譲とな・からであ・．

．以上，条件式（1）と（2）のなかの変数，E，　A，カの作物工と作物1［［との大小関係のケー・ny

5が考えられる範囲で，条件式（1）や条件式（2）がVlili・たされるかどうかを検討したが，その

結果を総括して表にまとめるとつぎの第1表のとおりとなることがわかる。

　1この第1i表から明らかなように・A・レッシュも　「27のケー一スのうち7においては．条

件（・）の凋（しかも必ず）　XMj’tcされ，さらに他の7のケ“においては，鮒（2）のみ・が

（しかも必ず）満たされる。最初の7のケースでは，作物IIIの耕作をよどこで、も膚利でな

く，他の7のケースでは，作物1［［のみが栽培される。」12）と述べている。したがって，、も

し，「単一作物を耕作する場合」には，「無条件で」作物工と作物∬とがそれぞれ耕作さ

池，「条件づきで」イ乍物工かあるいは作物皿が耕作されることが，つぎのような第1裟

から推察される。すなわち，

、（1）＊〔条件式（1）を「つねに満たす」Pt条件式②を「絶対に満たさない」〕＝：「無条件セ」

1　　作物工のみ耕作するケー一・一はつぎのもの。　　　　　　　　　　　』　　　i

　　　＊＊IIIt一ス［1・1ケース51，1ケー・71，1ケースrl！ケー刈31　1

；　1ケース161，1ケース171
i（2）＊〔条件式（1）を「絶対に請1野たさない」＃条件式（1）を「つねに満たす」〕＝「無条件セ」

　　　作物皿のみ耕作するケ・一．スはつぎのもの。　　　　　　　　　　　　　　，

　　　＊＊1ケース・・／lケース・211ケース・51，1ケース20／1ケース2・、1，

　　　隆一ス23同ケース241

（3）＊〔条件式（1）を満たすときもあれば満たさないときもある二条件式②を満たすと

　　　　きもあれば満たさないときもある〕＝「条件づきで」作物1かまたは作物Eを耕

　　　するケ・一一　Xはつぎのもの。

　　＊＊1ケース・1，1ケース211ケース3／1ケース611ケースgl，

　　　1ケース・・llケース・EI・1ケース而］，1ケ略22／1ケース251，

　　　1ケース26／1ケース271。

（4）条件式（1）は前掲したように作物1が耕作されるためには1より大きく，条件式（2）

12）　A・L6sch：a・a・0・，S・28．篠原泰三訳『A．レツシュ：前1掲書』P．52．
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　　も前掲したように，作物皿が耕作されるためには1より小さいことを必要とする⑪

しかし，E・・＝　E2であ・とき鴫一・であ・から

　　　①El　＝E2，　A1＞A2，　P1＞P2

　　　②E1　・E2，　A1＝A2，　P1＝＝P2

　　　③E1　・E2，　AtくA2，　Pユく加

のとき，

第1表機業における窒間的秩序の完全な体系；2作物の場含

ケース

番号

1

2
3

4
5
6

7
8
9

10
11
12

13
14
15

16
17
18

19
20
21

22
23
24

25
26
27

各変数の大小関係

各変数はつぎの言己・母の条件式を

11・ 11・ 11・
E・1E・漁・1んIP・1P・ つねに満たす 時硝たす轡こ灘さな

〉
〉

＜

二

●

：

o

×

×

×

×

×

×

：

〉

〉

＜

×

斎

：

o

：

×

：

×

＜
〉

＜

　

さ

：

■

：

×

×

：

：

■

×

×

o

〉
〉

＜

×

× ×

：

じ

●

×

×

：

騨

〉

＜

×

：

×

：

o

：

9

■

×

×

×

×

■

＜

〉＝＜ ××■
o●× ●●×

××●

〉
〉

＜

長

×

￥

■

苓 ●

×

×

＜
〉

＜

o

×

×

￥ 5
●

長

×

：

o

＜
〉

＜

：

●

×

X
X

×

×

×

：

〔備考〕（・）鮒式（・）…・一・＜畿義

　　　　　条件式（・〉…・畿≡雛

　　　（2）A．L6sch：Die　Ptb’umliche（）rdnung　der　Wirtschaft・Gustav　Fischer　Verlag・

　　　　Stuttgart，1962，　S．27．
　　　（2）　×印が該当項目，・印は該当しない項目，1は条件式（1），2は条存卜式（2）。
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Eψr孟1　　　　　＝1
EBP2－A．2

である。したがって，二つの条件が同時に満足されることはありえない。されば，この

ケースでは，「無条件に」作物T．と作物∬とが交互に耕作されることとなる。すなわち

　　　　　　　［立一ス10！1ケース14［，1ケース181

のケースの場合である。

　A・レッシュは，「他方このことは，（画一ρ2）＝＝（ai－a2）の揚含には二つの条件が同時

に不成立であるのと同じ効果をもつ。」13）と述べている。すなわち，つぎのことである。

　（2bt－1）2）＝（al－a2）の場合に鳳，こ二つの条件の（1）武と②武とが同時には成立しない。

　　　　　　　（P－P・）＝（a一a2）罵盒一幾

　1ケース101から［房＝ヌπ1までに仮定されたように，もしE1・・E2であれば，上式は

　　　　　　　P一P…A’云孟2』云五2

　　　　　　　．°。El（Pi－P2）＝A，－A2

　それがため

　　　　　　　Eψ1－A1＝：E2P2－A2

　　　　　　　∴　舞多1…≡k　．1，，）

　さて，チューネソ圏が形成されるためには作物工と作物∬が同時に耕fiFされることが

大前提である。

　そのためには前掲の条件式（1）と（2）とが同rl寺に満足され，このなかから作物工と作物［［［

とがチューネン圏の内側か外側かにおいて耕作されるという形式となる。この点を考察

してみよう。そこで，チューネン圏が形成されるケー一・xは27のなかでどのケースか，さ

らにそれぞれのケースのうち作物工と作物1［とが内側か外側かをそれぞれ検討してみる

こととしよう。

　⑤　条件式（1）と条件式（2）とが，同時に満たされるときもあれば満たされないともある

　　ケースはつぎのものである。
　1－一“一一H－一””一一一顧噂「闇■囲一一隔．一．辱幽e－r門一L－H一鴨一一簡＋－h・－r■冑一閥圃一．一■H－一“r一一一【一一q一胃n－”－7－・i

ilケース11，1ケース2／1ケー3i－i…・・……・・…一・一一一…・・…一…・・・…

騒i崖≡lil匿ii十；ii｛i蟄

「・一一………・咽一…一一………………凹一一噂一一一一……一＿．一一＿一一一，＿＿」　1＿．國國＿＿＿＿．．．．．甲昌一＿一．．＿＿＿．＿＿＿i

　↑　　　　　　　　　　　（控除すべきケース）
（13ケース）　　　　　　　　　　　　　　↑

　　　　　　　　　　　　　　　　（3ケース）

13）A・L6sch：a・a・O・，S．28．篠原泰三訳『A．レツシ”．：前掲書』P，52．

14）W．H．　Wogiom　translated：A．　L6sch；ibid．，　p．41，
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　したがって，「13ケース」一「3ケース」＝：「10ケース」について検討すればよい。そして，

この特殊の10ケースこそがチューネン圏を形成する対象となり，本格的にいってA，レ
　　　　　　　，　　　．　　　　　　　　　　　　　　　，　　　る　　　　　　　，　　　ロ　　　リ　　　　　　　，　　　の

ッシュのいう「作物の選択は距離の関数となる」15）といいうるのである。さて，この10

ケースについてもう少し詳細に立ち入って検討することとしよう。

（a）作物1が内側の環で栽培されるためには，次武が成立しなければならない。

　①まず，作物の選択が距離に依存するための条件は，条件武（1）および条件式②が同

時に満足されなければならない。すなわち，

　　　　　　　・く舞i≡会iく舞

　②つぎに，作物工が内側の環で栽培されるための条件をみることとしよう16）。

　定義式より

　　　　　　　a＝＝万

　　　　　　　。’。A・aE

　これを③式に代入すると，

　　　　　　　・＜舞1≡畿く舞

　　　　　　　・＜舞1≡琵ii＜象

　すべての項にE2（P，－a2）を乗じて単純化すると，

　　　　　　　1…：2（メ）2－a2）＜E1（1）i－a1）＜E1（」夕2一α2）・。。・・・・・・・・・・・…　脅・」・・噸軸。・・。一。・け・（4）

　③さらに定義式m　＝P－aを（4）式に代入すると，

　　　　　　　E2m：＜Elmt＜E・m2・一・一一…………・…………………一一（5）

　または（5）式から

　　　　　　　Elm2＞Elml，

　　　　　　　M2＞Ml

　　　　　　　〔。°。（P2－a2）〉（Pl－a1），作物皿のツェントナー当り最商可能運賃〉作

　　　　　　　物工のそれ〕

であるから，

　　　　　　El＞E2　　・・…　随…　一一■・・四■■…　。・…　。・。・鱒・…　鱒璽。・サ・の・・t＋・樋・・冨・・。一・…　■一・・・…　（6）

15）　A・L6sch：a・a・0．，　S，28　ileC原泰三訳『A．レッシュ：前掲書』P．53．傍点訳商附加。

16）W。H．　Woglom　translated　；　A，　L6sch；ibid．，　p，42．
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でなければならない。この逆のElくE2も同じ論理となる。したがって，作物1の内側

のケースは［ケース・IIケース21，1ケース3／1ケース61，巨一ス71で励，

作伽の内側のケースは1ケー・亙r，1ケース22旧ケース251，1ケース26r，

【ケース271である。以上の結果をまとめると，つぎの第2表のとおりである。

　④上述のことから理解できるように，作物1はヨリ大きな総利潤（Elml）をもた

らすけれども，ツェントナー当り利潤Mlは作物皿のそれより小さい。

　このことから（6）式よりみられるように，ツェントナー当り物的収穫高は，作物工のぞ

cry　2　rR燧業における空間白勺秩脚完全な体系；一般的な場合

各変数の大小関係 耕作される作物
ケ

玄

糞E・IE・A，IA・f・，IP2

単一一作物耕作の楊命

無鮒で射つき

1 ・畳または

1

2
3

4

5　　＞
6

〉
〉

＜ ●

：

●

O
O
O

＞　　　o
r　　　o
＜　　　・

：

●

ワ889

＜

〉躍く 81一 o　　　　　　　　　　　　　　●

X　　　　　　　　　　　　　　●

B　　　○

10
11
12

13

14　　＝
15

16
17
18

〉　≧　：
　　　＜　　　・

の

O
O

：

9＿

〉

＜

○

：

く
〉

＜

○

○
曝

19
20
21

22

23　く24

25
26
27

〉
〉

＜

：

o

〉

＜ ●

＜
〉

＜

：

●

o
：

：　　：

o　　　　・

：

●

：

o

O
Q

○
：

　

O
O

o
：

：

■

0
0
Q

多数作物耕作の場禽

無条件に
漉合耕作

条件つきで

撚

雌と椀遡轡
：

●

：

●

0
0
0

：　　：　　：　　：
’　　　・　　　O　　　　・

　●

@●

n
1 1

Q
：

○

：

●

：

●

：

■

：

o

：

●

：

●

：

●

： 〇

二

：

○

： ：

●

O
：

： ：

■

○

O
o

〔備考〕（・）A・L6sch・Die　rd・mli・he（レ蜘8伽Wi・tsch・ft，　G・・tav　Fi，ch，，　V，，1。g，

　　　　Stuttgart，　1962，　S，27．

　　　（2）O印が該当項倒，・印は該当しない項目，1は作物1，Hは作物rr。
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れE1の方が作物皿のそれより大きい。これを幾何学的にみるとつぎのように誠明され

る。

　いま，第1図において，作物工は作物UJ：り収穫物を示すM軸を原点から遠くで切り，

距離を示す横軸では作物］］1より原点により近くで切る⑪

M

↑

収

穫

物

　　　　　　、　　　　　　　　　　　km
O　　　　距離→

第　1　図

　それ故，作物工は作物∬よりヨリ急勾配（steeper）である。距離を示すkm職との

交点は，収穫量にとって作物工がヨリ小さいところの舟運での最大の可能な躍離（m／f）

を示す。

　さて，第1の不等式（5）は，市場において，作物1が優越していることを示し，第2の

不等式（6）は，それが市場でのみ優越していることを確認させるものである。

　ここでチューネン圏が成立すると仮定すると，もし不等式（5）と（6）の両方が派貯足される
　　　　　サ　　　　　　　　　　　ロ　　　ほ　　　■　　　■　　　■　　ロ　　　■　　　，　　　ロ　　　ロ　　　　　　，　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　の　　　コ　　　ロ　　　　　　リ　　　コ　　　　　　　の　　の

ならば，「収穫重墨のヨリ大きい作物が，内側の環で栽培されることになる。」1？）という

チューネン圏の基本原理をここにもまた，A，レッシュは見出すのである。

　⑥かくて，作物工の優越性が失われる理曲は，

　　（イ）市場からの距離。

　　（ロ）運賃がこの作物1のヨリ小さい単位当り利潤をヨリ急速に吸収していくこと。

　この二つの理由から，やがて，ヨリ大きなヘクタール当り収量によっても償われない

点に到達するからである。

　⑥作物工の内側の環から外環への移行

　作物1と作物1［［との限界点ではつぎのようになる。18）

R1・＝R．2

17）A．Ltisch：a．　a．　O．，S．29．篠i原泰三訳『A。レッシ・・：前掲書』P，54．傍点訳1者附加。

18）W．H，　Woglom　translated：A。　L6sch；ibid．，　p．44．
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すなわち

E1（d）i　一一一　kf）－Al＝＝E2（f」2－k！）－A2

したがって，

EiPi－一・Eile／－Al　＝E2p2－E2k！－A2

為／（E2－E1）＝E2カ2－Eψ1十Aエー！12

　　　E2　P2　－E1　Pi十！11－∠42
．°B　k＝

f（E2－El）

定義式a・金　　　　∴A・・aE

　かくて

　　　　　　ん一恥蔑雛響一晒一歩（恥2瑠畿塾二幼

　　　　　　m　・　（P－a）

　　　　　　∴k　・Y・E豊≡暑”z1

一1を右辺の分母・分子に乗ずると，

k→（遡1篭≡劉一……・一・…………・・一……………・…（・）

　上式の（7）式は，中心から限界点＝移行点（作物工→作物皿）までの距離届ま，運賃を

差引く前の粗利潤Emの差に正比例し，運賃率∫と物的収穫蚤Eの差に逆比例するこ

とを示す。

　いま，この⑦式を

・∫21 U≡評…………・……・…・………・・……………・……（・）

と書き換えるならば，

（8）式の左辺＝＝運賃の限界費用

　　右辺・（生産費を上回る）ツェントナー当り限界粗収入

　したがって，

　　　　　　運賃の限界費用＝（生産費を上回る）ツェントナー一　Xり限界粗収入

　いま，この結果を図に示とす第2図のとおりとなる。すなわち，すべての作物の生産は，

それが形成する圏域（環）の端で1上昇していく限界費用曲線MCと限界粗収入曲線

と交叉するところで，作物工から作物∬へと移行されるのである。

　いうまでもなく，同じ限界分析でも，企業でいう生産過程の限界費用が聞題視され，

このチューネソ圏は輸送費の限界費用が聞題とされる点が異なるといえる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C運賃の限界費用曲線
　　　　　　　　　　　　M

M　　i　　R粗収入徽）1　1線
　　　　　l　　　　　R，限界粗収入曲線

O
　　　　　　i

　　　工　　1

　、髄、9　　　　　　　i
　　、、、、、　　「

　　　　　　1＼、　　　　Il

　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　＼、
　　　　　　　　　　　0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　2　図

　さて，以上のような論理を，牛乳（濃劇勿1），クリーム（拠退筐物皿），パター（盤産

物皿）について，っぎの第3表のような仮定を設ける。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　3…菱

腿　産　物

1　牛　　乳

U　クリーム

皿　パタ　ー

ヘクタ　一一ル当り

収墨（キログラ
ム）（E）

25。0

2，5

1．o

ヘクタール当り
費用（ぺ・一一　＝　lt）

　　（A）

250

300

350

市場価格　（ぺ・一・nヒ）

　　（P）

20

160

380

キログラム・キロ
メートノレ当り運賃
（ペーニヒ）（ノ）

0．10

0．10

0．　10

〔備考〕A・　L6sch・Df・伽〃1∫・乃・0・伽・9伽冊’・伽∫’．　G・・t・v　Fisch・・Ver1、9，

　　　Stuttgart，1962，　S．　32．

上掲の表からつぎのような計算ができる。

　　　　　　a。。A

したがって，
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　　250　　　　　　　　　　300　　　　　　　　　　350
al ur＝10；a・瓢…簾r120；α・罵了　350

”t　＝R－一一・a

したがって，

ηtl＝＝20－・10二10；”z2＝160－120二＝40；ma＝＝380－350齋30

これらの値から環の形成される条件をみるとつぎのようである。

①1と皿との間：君22恥くElmlくElm2

　　。・．2．5×40く25×10＜25×40

　　　100く250く1，　OOO………環成立

②工と皿との間：．EsmsくElm1くEims

　　1．0×30く25×10く25×30

　　　30く250く750………環成立

③皿と皿との間：E3m3くE2m2く燭擢8

　　1，0×30〈2，5×40＞2．5×30

　　　30＜100＞75………環不1戊立（作物∬はつねに作物皿よりも有利）

④1と皿との境界

弓（EinZi－EB　mB　Et－E3）一貴・（2蚤×、器詳1警3°）－92

　すなわち，92キロs一トルの地点で，∬から得られる地代の方が皿からのそれよりも

大きい。

　　　　　　Re＞Rs
　　　　　　E2（」ク2－92f）－A」2＞Es（Ps－92f）一∠4s

　　　　　　　2．5×（160－92×0．1）－300＞1．0×（380－92×0．1）－350

　　　　　　　　　　　　　　　　　77＞21

　かくて，農産物皿のパター製造は決して行なわれない。

　ここで，A・レッシュはパター製造を可能にするとともに，バターとクリー一一ムの両者

が同時生産可能条件についてつぎのように述べている。すなわち，「バター製造を可能

にするためには，msが上昇してM2より大とならねばならない。このことは，バターの

欠乏のためにその価格が最低4001a“　・一　＝ヒまで上昇することによって達せられる。

　その場合，m3　e：　SO〔（ms・ps－as・・400－350　・50〕，　M2は40〔前の段階のまま〕であ

る。かくして，

　　　・一亡・（100－50　　1．5）－333卜酵（E2驚劉十・（a5髭培5°）〕

キロメートル以上の距離ではクリームの代りにバターが製造される。ある財の生産が不

可能と思われる場合でも十分な需要圧力さえあれば，このような価楕上昇が救いの手を

差し伸べるのである。たとえぽ第2表〔本稿では第1表と第2衷〕のケース4〔E1＞

E2，　Al＝A2，　Pi＞P2〕においては財1のみを生産でき，財皿は生産しない。もしその結
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果，財1［の価格が上昇し，しかも需要が十分に大きくてその価格が財1の価格以上にな

るならば，事情はケース4からケー…7N　6〔El＞E2，　Al＝A2，　Aく角〕に。変化し，両財の

同時生慶が可能となる。」19）と述べている。

　ともあれ，A．レッシュは，チューネン圏がJ．H。フォン・チューネンによるといかに

も一般的法則のように規定せられるが，実は「農業における盤間的秩序の完全な体系」

を設定して，E1，　E2，　Al，　Ae，　lbt，　P2の諸変数の大小関係のみではあるが，以上のよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　コ　　　ロ　　　の　　　t　　　　　　　の
に種々検討してみると，チューネソ圏の形成は特殊な場含のみに限られ，決して一一一・般理

論としてこれに原理的呼称を冠せしめるのは誤りであることを指摘したものといえる。

3．　む　す　び

　工H．フォン・チューネンが丹念に，実証的，理論的裏付けのもとに描いたチ訊一ネ

ン圏が果たして一般原理であるのか特殊原理であるのかの「もんだい」はまこと興味深

い。この「もんだい」についてA．レッシュが勇気をもって，すなわち前掲した条件式

（1），同②，同（3）の因子たるE，A，　Pのみの大小関係からという意味での勇気をもって，

チューネγ圏の原理的性格を浮彫りにしたことは火きな業績と賞讃してよい。

　問題として今后残るのは，果たして，上掲のE，A，　Pの変数のみの取り扱いでA，

レッシュの述べたように決定的規定をしてよいかどうかである。誰しも案外否驚的な圓

箸を寄せるのではなかろうか。この点については，ここでは厳密に批判的検討を加える

必要性のあることのみ指摘するにとどめておぎたい。20）＊＊

19）A．Lδsch：a・a．0．，　S，32篠原泰三訳『A．レッシュ：前掲書』P。56．〔〕内は筆麿附加。

20）加用信文『前掲書』に種々鋭い批判がある。よってみられたい。

　＊＊昭和54年度文部雀科学研究費による研究の一部である。
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SUInmary

A Study of J. H. von Thunen (Part II); Understanding of 

A. Losch on the Fundamental Principle of Thunen Rings

Masaji Miyasaka*

（Received　September　19，1979）

　　　　The　author　studied　characteristics　of　the　Isolated　State　described　by　J．　H，　von

ThUnei・．」．　H．　v・n　Thanen　drew　the　f・11・wing　lユyp・theses　in　the　ls。1ated　State：

Image　a　very　large　town，　at　the　centre　of　a　fertile　plain　which　is　crossed　by　no

navigable　river　or　canal．　Throughout　the　plain　the　soil　is　capal〕1e【）f　cultivation　and

of　the　same　fertility．　Far　from　the　towl1，　the　plain　turns　into　an　uncultivated　wi1、

derness　which　cuts　off　all　communication　between　this　State　and　the　ou．tsi（le　world．

There　are　no　other　towns◎n　the　plain．　The　central　towll　must　theref｛）re　supp玉y　the

rural　areas　with　all　manufactured　products，　arid　in　t丘rn　it　will　obtai鷺all　its　provisions

from　the　surrounding　countryside．　The　mines　that　provide　the　State　w呈th　salt　and

metals　are　near　the　central　town　which，　as　it　is　the　Qnly　one，　we　shall　in　future

call　simply“the　Town．，，

　　　　A．L6sch　described　on　Thtinen　rings　in　his　book‘‘Dゴθγ伽物Z歪6ゐ60rdnung　der

Wirtschaft．1962．，，　In　order　to　solve　the　character　of　Thttnen　rings，　A，　Lδsch

i・t・・d・ced　by・lg・b・・ical　m・th・d　i・his　st・di・・．　The・e・ult・g・v・th・f・11・wi。g

inequaltiies。＊＊

　　　The　condition　under　which　I　will　yield　a　greater　rent　at　the　center　than　II　is

R，＞R2．　This　yield：

　　　　　　　、F・rs…n・・…n・・＜舞努i≡会i・……………・……一……一・・（・）

　　　Th・・。・dit1・n　under　wl・i・h　ll　will　yi・ld・gre・t・r・rent・t　the画ph，，y　i、

R1＜R2．　This　gives

Sec・nd　C・・・・…m E1＜象・…一一・……・一……（・）

…hc・nd・・・…c・m・…d・・＜畿≡絵一・…一（・）

．A・Lδ・ch　exami・ed　the・・i・・q・・1iti…nd・・n・1・d・d　b陶y三。g　that［’hti、、en

rmgs　represent　s　pecial　cases．　The　author　considered　the　reasons　and　the　lim呈tations

gf　this　s・1・tl…nd・9・v…me　c・mm・nt・・（・。t・・All　th・m・・k・…di。　th。　in，q。、1三ties

ln　th1S　SUmmary　are　t・b・　Seen　in・teXt，）

＊S捲舗諸畿t「ial　Manage皿ent・the　F…1ty・f　T・…1・S・・e・ce　a・d　Tech・・・・…

＊＊

ﾅ謙dN畿、幅゜1塊瑳a誰躍by職W・gl・m・ん…c・・勤・・　幡


